
 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

 

農林水産部（水産林務関係） 

 

工 事 施 工 管 理 基 準 

 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 

 

福 岡 県 農 林 水 産 部 

令和８年４月 

 

農林水産部（水産林務関係）工事施工管理基準 

 

１～３ ［略］ 

 

［１］ 出来形管理基準 

 

 １～３ ［略］ 

 

１．共通工 

 土工 [略] 

 擁壁工 石積（張）工 ブロック積（張）工～コンクリート鍬止工 [略] 

 

区分 工種 項目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

 

擁 

 

壁 

 

工 

 

巨石積工 

巨石張工 

基準高 

 

 

± 500 

ＮＯ測点又は、

施工延長４０ｍ

ごとに１箇所の

割 合 で 測 定 す

る。 
１施工箇所で２箇

所以上測定する。 

 

 

法長 

ℓ 

 

－  200 

延長 

Ｌ 

 

－  200 

基 

 

礎 

 

工 

[略] 

 

 

農林水産部（水産林務関係） 

 

工 事 施 工 管 理 基 準 

 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 

 

福 岡 県 農 林 水 産 部 

令和８年２月 

 

 農林水産部（水産林務関係）工事施工管理基準 

 

１～３ ［略］ 

 

［１］ 出来形管理基準 

 

 １～３ ［略］ 

 

１．共通工 

 土工 [略] 

 擁壁工 石積（張）工 ブロック積（張）工～コンクリート鍬止工 [略] 

 

区分 工種 項目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

 

擁 

 

壁 

 

工 

 

巨石積工 

巨石張工 

基準高 

 

 

± 50 

ＮＯ測点又は、

施工延長２０ｍ

ごとに１箇所の

割 合 で 測 定 す

る。 
１施工箇所で２箇

所以上測定する。。 

 

 

法長 

ℓ 

 

－  50 

延長 

Ｌ 

 

－  50 

基 

 

礎 

 

工 

[略] 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

矢板工～安全施設 [略] 

 

２．水産工～３．漁港工 [略] 

 

４．治山工事 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測定基準 摘  要 

治山ダム 

 

 谷止工 

 床固工 

副堤 

垂直壁 

[略] 

コ ン ク リ

ート 

 

水叩工 

基準高 [略] [略] 

 

幅 

   Ｗ 

厚さ 

   ｔ 

延長   Ｌ 
※側壁工、垂直壁

と併せて施工する

場合は管理不要 

鋼製ダム 
（ 不 透 過

型） 

 

谷止工 

床固工 

[略] 

 

 

鋼製ダム 
（透過型） 

 

谷止工 

床固工   

[略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢板工～安全施設 [略] 

 

２．水産工～３．漁港工 [略] 

 

４．治山工事 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測定基準 摘  要 

治山ダム 

 

 谷止工 

 床固工 

副堤 

垂直壁 

[略] 

コ ン ク リ

ート 

 

水叩工 

基準高 [略] [略] 

 

幅 

   Ｗ 

厚さ 

   ｔ 

延長   Ｌ 
[追加] 

 

 

鋼製ダム 
（ 不 透 過

型） 

 

谷止工 

床固工 

[略] 

 

 

鋼製ダム 
（透過型） 

 

谷止工 

床固工   

[略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

鋼製ダム～山腹工 集水井工（ライナープレート） [略] 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

山腹工 

 地すべり 

排土工 

[略] 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

※面管理の場合は、掘削工

（切取工）（面管理の場合）

を準用する。 

[略] 

山腹工 

 地すべり 

押え盛土工 

[略] 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

※面管理の場合は、盛土工

（路体盛工）（路床盛工）

（面管理の場合）を準用す

る。 

[略] 

山腹工 

ロープネット   

張工 

[略] 

山腹法切工 

[略] 
施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

※面管理の場合は、掘削工

（切取工）（面管理の場合）

を準用する。 

[略] 

 

 山腹工 地山補強土工（ノンフレーム）～作業道 仮設道（指定） [略] 

 

５．道路工事～６．森林整備 [略] 

 

 

 

 鋼製ダム～山腹工 集水井工（ライナープレート） [略] 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

山腹工 

 地すべり 

排土工 

[略] 

施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

[追加] 

[略] 

山腹工 

 地すべり 

押え盛土工 

[略] 

施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

[追加] 

[略] 

山腹工 

ロープネット   

張工 

[略] 

山腹法切工 

[略] 

施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

施工延長２０ｍ以下は

３箇所測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

[追加] 

[略] 

 

 山腹工 地山補強土工（ノンフレーム）～作業道 仮設道（指定） [略] 

 

５．道路工事～６．森林整備 [略] 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

［２］ 品質管理基準 [略] 

 

１品質管理基準・規格値 

セメント・コンクリート～アンカー工 [略] 

 

工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

工 

材 

料 

試 

験 

そ 

の 

他 

[略] 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

[削除] 

セメント 

ミルクの 

フロー値 

試験 

[略] 

セメント 

ミルクの 

圧縮強度 

試験 

[略] 

緊張定着 

確認試験 
 

施工本数の３％以上

かつ１施工地で最低

３本以上。 

試験は、単サイクル

で最大試験荷重まで

載荷する。なお、載荷

方法は原点荷重を

０．５tf とし、各段

階の増加荷重のきざ

みを１．０tfとする。

また、各段階での荷

重保持時間は５分と

し、荷重速度につい

ては１．０tf/min と

する。 

設計荷重に対して

十分安全であるこ

と。 

確認試験に用いた

以外のボルトにつ

いては、計画最大

荷重まで載荷して

緊張定着を行い、

その記録を自主管

理すること。 

 

「ロックボルトの

引抜試験」を参考

に実施する。 

 

集水井工～補強土壁工 [略] 

 

 

 

 

 

 

［２］ 品質管理基準 [略] 

 

１品質管理基準・規格値 

セメント・コンクリート～アンカー工 [略] 

 

工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

工 

材 

料 

試 

験 

そ 

の 

他 

[略] 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

セメント 

ミルクの 

塩化物 

総量規制 

ＪＩＳ 

Ａ－６２０４ 

   附－３ 

注入開始当初及び

注入施工日毎に１

試験行う。１試験の

測定回数は３回と

し、試験の判定は３

回の測定値の平均

値で行う。 

０．３㎏／㎥以下。  

セメント 

ミルクの 

フロー値 

試験 

[略] 

セメント 

ミルクの 

圧縮強度 

試験 

[略] 

緊張定着 

確認試験 
 

施工本数の５％以

上かつ１施工地で

最低３本以上。 

試験は、単サイクル

で最大試験荷重ま

で載荷する。なお、

載荷方法は原点荷

重を０．５tf とし、

各段階の増加荷重

のきざみを１．０tf

とする。また、各段

階での荷重保持時

間は５分とし、荷重

速度については１．

０tf/min とする。 

設計荷重に対して十

分安全であること。 

確認試験に用いた以

外のボルトについて

は、計画最大荷重まで

載荷して緊張定着を

行い、その記録を自主

管理すること。 

 

[追加] 

集水井工～補強土壁工 [略] 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

２レディーミクストコンクリートの品質確保について～ 

５公的試験機関での品質管理試験の実施について      [略] 

 

  

２レディーミクストコンクリートの品質確保について～ 

５公的試験機関での品質管理試験の実施について      [略] 

 

 [追加] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

［３］ 写真管理基準 [略] 

 【別表】写真撮影要領 

 １ 工事写真分類別撮影要領   

分類 区分 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

着手前・完

成 
[略] 

施工状況 [略] 

安全管理  [略] 

使用材料  材料検収 品目毎 当該工事に使用する資材（主として二次製品）の材料検収状況写

真であり、使用後に種別、数量、形状、規格、寸法等が確認でき

ない部分を写真で証明するもので、資材を現場に搬入後、使用前

に撮影すること。 

また、ＪＩＳ規格品以外については、撮影に際しては規格、形状、

寸法等が確認できるよう明示し、測定尺を当て行うこと。 

また材料の保管状況も撮影すること。 

品質証明 品目毎 ＪＩＳ規格品は、ＪＩＳ表示が確認できるよう撮影すること。 

検査実施

状況 

[略] 

 品質管理～その他 [略] 

 

２ 工種別撮影要領 

（１）共通工事 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

土工 [略] 

基礎工 

コンクリ

ート基礎 
幅、高さ 

１施工箇所

毎 

変化点毎 

・ 型枠の設置状況、コンクリートの打設、養生等

の施工状況がわかるように撮影する。 

・ 脱枠後、幅、高さ等の寸法が確認できるように

測定尺を当てて撮影する。（延長については不要

とし、測点の位置がわかる施工状況写真を撮影

する。） 

栗石等基

礎 
幅、厚さ 

１施工箇所

毎 

変化点毎 

・ 栗石の敷均し、締固め、目潰し仕上げ等の施工

状況がわかるように撮影する。 

・ 栗石等基礎仕上げ後に、幅、厚さ等の寸法が確

認できるように測定尺を当てて撮影する。（延長

については不要とし、測点の位置がわかる施工

状況写真を撮影する。） 

胴 木 

梯子土台 
[略] 

 基礎工（木杭）～矢板工 [略] 

 

 

［３］ 写真管理基準 [略] 

 【別表】写真撮影要領 

 １ 工事写真分類別撮影要領   

分類 区分 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

着手前・完

成 
[略] 

施工状況 [略] 

安全管理  [略] 

使用材料  材料検収 品目毎 当該工事に使用する資材（主として二次製品）の材料検収状況写

真であり、使用後に種別、数量、形状、規格、寸法等が確認でき

ない部分を写真で証明するもので、資材を現場に搬入後、使用前

に撮影すること。 

また、撮影に際しては規格、形状、寸法等が確認できるよう明示

し、測定尺を当て行うこと。 

また材料の保管状況も撮影すること。 

品質証明 品目毎 ＪＩＳ規格品は、ＪＩＳ表示が確認できるよう撮影すること。 

検査実施

状況 

[略] 

 品質管理～その他 [略] 

 

２ 工種別撮影要領 

（１）共通工事 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

土工 [略] 

基礎工 

コンクリ

ート基礎 

幅、高さ 

延長 

１施工箇所

毎 

変化点毎 

・ 型枠の設置状況、コンクリートの打設、養生等

の施工状況がわかるように撮影する。 

・ 脱枠後、幅、高さ、延長等の寸法が確認できる

ように測定尺を当てて撮影する。 

栗石等基

礎 

幅、厚さ 

延長 

１施工箇所

毎 

変化点毎 

・ 栗石の敷均し、締固め、目潰し仕上げ等の施工

状況がわかるように撮影する。 

・ 栗石等基礎仕上げ後に、幅、厚さ、延長等の寸

法が確認できるように測定尺を当てて撮影す

る。 

胴 木 

梯子土台 
[略] 

 基礎工（木杭）～矢板工 [略] 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

水路(側

溝)工 

U 型溝、L

型溝 

U 型ﾌﾘｭｳﾑ

溝 

自由勾配

側溝 

ｺﾙｹﾞｰﾄ水

路等 

基礎工  ・ 前記基礎工に準じて撮影する。 

形状、寸法 

施工状況 
規格毎 

・ 材料搬入時に、種別ごとの検収状況を撮影する。 

また、ＪＩＳ規格品以外については、形状、寸法

がわかるように測定尺を当てて撮影する。 

・ ＪＩＳ規格品は、ＪＩＳ表示が確認できるように

撮影する。 

・ 製品の敷設状況及び目地モルタル等の施工状況

がわかるように、局部及び全景を撮影する。 

・ 暗渠工については、管敷設時の出来形管理写真

（延長）は不要とし、測点の位置がわかる施工状

況写真を撮影する。 

横断溝 

(補強ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ) 

[略] 

集水桝 [略] 

管渠工 [略] 

柵工 [略] 

法 面 覆

工 
[略] 

 法面覆工（コンクリート吹付工・モルタル吹付工）～道路安全施設 [略] 

  

（２）治山渓間工事～（５）森林整備 [略] 

 

３ 品質管理写真要領 [略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

水路(側

溝)工 

U 型溝、L

型溝 

U 型ﾌﾘｭｳﾑ

溝 

自由勾配

側溝 

ｺﾙｹﾞｰﾄ水

路 

基礎工  ・ 前記基礎工に準じて撮影する。 

形状、寸法 

施工状況 
規格毎 

・ 材料搬入時に、種別ごとの検収状況及び形状、寸

法がわかるように測定尺を当てて撮影する。 

・ ＪＩＳ規格品は、ＪＩＳ表示が確認できるように

撮影する。 

・ 製品の敷設状況及び目地モルタル等の施工状況

がわかるように、局部及び全景を撮影する。 

[追加] 

 

横断溝 

(補強ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ) 

[略] 

集水桝 [略] 

管渠工 [略] 

柵工 [略] 

法 面 覆

工 
[略] 

 法面覆工（コンクリート吹付工・モルタル吹付工）～道路安全施設 [略] 

  

 

 

 

（２）治山渓間工事～（５）森林整備 [略] 

 

３ 品質管理写真要領 [略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

福岡県農林水産部（水産林務関係） 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 
 

１～４ ［略］ 

５．施工管理記録様式 

１） 施工計画書（様式１）～１－（１）①②工事概要・現場組織表 [略] 

 

１－（２）④⑤主要機械・主要資材一覧表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－（３）～１－（７） [略] 

  

 ２）～３） [略] 

 

 ４） 出来形管理表（様式４） 

   ・表紙 [略] 

   ４－（１）～４－（４） [略] 

 

 

 

 

 

 

福岡県農林水産部（水産林務関係） 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 
 

１～４ ［略］ 

５．施工管理記録様式 

１） 施工計画書（様式１）～１－（１）①②工事概要・現場組織表 [略] 

 

１－（２）④⑤主要機械・主要資材一覧表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加] 

 

１－（３）～１－（７） [略] 

  

 ２）～３） [略] 

 

 

 ４） 出来形管理表（様式４） 

   ・表紙 [略] 

   ４－（１）～４－（４） [略] 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年４月１日 
〇工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 

改   正   後 現       行 
 

 

   ４－（５） 切取・盛土法面管理表 [削除] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－（５）～４－（１７） [略] 

 

５）～７） [略] 

 

   ４－（５） 切取・盛土法面管理表  

 

４－（６）～４－（１８） [略] 

 

５）～７） [略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


